
　このたびはRS485入力端末ボックス（16点）をお買いあげいただきまして誠にありがとうござ
います。
本製品を正しく使っていただくために、ご使用の前にこの「取扱説明書」をよくお読みください。
また、お読みになったあとは、必ず保管していただきますよう、お願い申し上げます。
●本書の内容を無断で転載することは禁止されています。
●説明内容および設定などでご不明な点がございましたら、必ず弊社までお問い合わせください。�
お客様ご自身での設定などによる不具合、損害等の責を弊社で負うことは、ご容赦ねがいます。

●本製品は生産中止後の修理対応期間を5年間といたします。�
但し､5年以内であっても修理用部品の在庫が無くなった場合は、当該部品を必要とする
修理対応ができなくなる場合がございます。

施工・取扱説明書
RS485入力端末ボックス（16点）

RNB-013

要保存
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安全上のご注意
●ご使用になる前にこの｢安全上のご注意｣をよくお読みの上、正しくご使用ください。
●ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。
●表示とその意味は次の通りです。

■本書での記号の意味

表示 表示の意味

危険 回避しないと死亡または重傷を招く差し迫った危険な状況を示します。

注意 回避しないと軽傷または中程度の障害を招くおそれがある危険な状況、お
よび物的損害のみの発生を招くおそれがある場合を示します。

※物的損害とは家屋･家財および家畜・ペットにかかわる拡大損害を意味します。

図記号 図記号の意味

△は警告を示します。
具体的な内容は△の中や近くに文章や絵で示します。
左図の場合は｢感電注意｣を示します。

は禁止（してはいけない）を示します。
具体的な内容は の中や近くに文章や絵で示します。
左図の場合は｢分解禁止｣を示します。

●は指示を示します。
具体的な内容は●の中や近くに文章や絵で示します。…
左図の場合は｢一般の義務的行為｣を示します。

■施工上の注意事項

●電気工事は有資格者（電気工事士）が行ってください。
　工事に不備があると火災や感電などの事故の原因となります。

●…配線工事を行うときには必ず各機器の取扱説明書およびマニュアル等
を読んでそれに従ってください。

　感電などの事故や負荷機器の物的損害などの原因となります。

危険

専門業者

取扱説明書確認
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●…製品に強い衝撃や過度な荷重を加えないよう注意してください。衝撃
などを加えた場合や、亀裂、破損、変形、塗装の剥離、その他異常・故障
などが発生した場合は、販売代理店、もしくは弊社営業担当までご連絡
ください。

●…インバータノイズの影響がひどい所でのご使用の場合、ノイズカットト
ランスをご使用ください。

ノイズカットトランス
・形名：FFT-SA/50/100-100（100V用）
　　　　FFT-SA/100/200-200B（200V用）
・メーカー名：富士電機テクニカ

●…ＲＳ-４８５通信線およびパルス・カレントループの各入力線は、電源線
から極力離して配線してください。

■使用上・保管上の注意事項

●端子カバーは必ず取り付けてください。
　端子や電線に直接触れて、感電などの事故の原因となります。
●必ず接地（Ｄ種接地）してご使用ください。

●…次のような場所での使用をしないでください。誤動作、寿命低下、事
故、故障の原因となります。
・…医療機器および高度な管理機器など、生命･財産等について重大な
影響を及ぼす電気機器等が接続された電源系統

・強電界･強磁界の発生する所
・油･油煙のかかる所
・…埃（特に鉄粉やカーボンなどの導電性の粉）やアンモニア・亜硫酸ガ
スなどの腐食性ガスの多い所

・塩環境の場所
・屋外
・…周囲温度が－１０℃～５０℃（停電時動作補償用電池接続で使用する
場合０℃～４０℃）の範囲を超える場所

・周囲湿度が８５％を越える場所や、８５％以下でも結露する場所
・水がかかったり、直射日光（紫外線）が当たる所
・振動や衝撃の多い所
・ノイズやサージを発生する機械のある場所
・メンテナンスを行うことができない場所

危険 注　意

注意

注　意

指　示

危険 感電注意

注意 禁　止
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●…保守点検時以外には開閉しないでください。… …
感電、扉との接触、歪み・破損、指・ケーブルの挟みこみの危険がありま
す。

●…製品に強い衝撃や過度な荷重を加えないよう注意してください。… …
…衝撃などを加えた場合や、亀裂、破損、変形、塗装の剥離、その他異常・
故障などが発生した場合は、販売代理店、もしくは弊社営業担当までご
連絡ください。

●…初めて設置する際は、通電後リセット操作を行ってから機器設定をして
ください。（リセット操作により、設定とデータは全てクリアされます。）

■保守・点検の注意事項

●…保守点検は、電気工事士の有資格者が行ってください。… …
（電気的な保守点検について）保守・点検は定期的に（年１回程度）行っ
てください。… …
保守点検で絶縁抵抗試験、耐圧試験を行う場合は、FG端子を接続し
ているショートバーを外して電源ＭＡ－ＭＢ一括とＦＧ２間で行ってくだ
さい。試験後、ＦＧ１－ＦＧ２端子にショートバーを取り付けてください。
（締付トルク：０．８Ｎ・ｍ）… …
端子の締め付けが緩んでいたりすると、火災などの事故の原因となり
ます。

●…動作補償用電池は３年ごとを目途に、点検交換を行ってください。（動
作保証用電池接続時）交換せずに使用し続けますと本来の停電動作性
能を保証できません。

●…定格銘板が劣化や破損により確認できなくなった場合は、販売代理店、
もしくは弊社営業担当までご連絡ください。

●…分解、改造やご自身での修理は行わないでください。… …
感電、火災などの事故や本体の故障の原因となります。

●…製品に異常が起きたときには電源を切り、電気工事士の有資格者に連
絡してください。… …
そのまま使用すると火災や負荷機器への悪影響の原因となります。

注意

禁　止

注　意

注意

点検確認

分解禁止

電源を切れ
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■廃棄上の注意事項

●…廃棄する場合は、産業廃棄物として処分してください。
●…使用済みの動作補償用電池は専門業者にて処分してください。

■運搬の注意事項

●…強い振動、衝撃を与えないよう、運搬してください。
●…運搬時はダンボール箱に梱包された状態で運んでください。またねじ
類の締め忘れにはご注意ください。

■長期保管上の注意事項

●…腐食性ガス、高温多湿、振動衝撃のある場所、寒暖の差の激しい場所、
強い誘導ノイズ、電界、磁界などが発生する場所には保管しないでくだ
さい。

●…周辺温度が０℃～４０℃の範囲を超える場所には保管しないでくださ
い。

●…雨水（水滴など）、油、その他塵埃、粉塵などのかかる場所には保管しな
いでください。

注意 注　意

注意 注　意

注意 禁　止
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保証
■保証期間
システムを構成する各構成機器の保証期間は、納入後１年といたします。

■保証範囲
上記の保証期間中に納入者側の責により故障が生じた場合は、その機器の故障部分の交換、または
修理を無償で行います。
ただし、次に該当する場合は、この保証の対象範囲から除外させていただきます。

●…需要者側の不適当な取り扱い、ならびに使用による場合。
●…故障の原因が納入機器以外の事由による場合。
●…納入者以外の改造、または修理による場合。
●…その他、天災、災害などで、納入者側の責にあらざる場合。

なお、ここでいう保証は、納入機器単品の保証を意味するもので、納入機器の故障により誘発される
損害はご容赦いただきます。

■生産終了後の取り扱い
本装置は生産終了後の修理対応期間を５年間といたします。但し､５年以内であっても修理用部品の
在庫が無くなった場合は、当該部品を必要とする修理対応ができなくなる場合がございます。

■有償業務の範囲
次のような場合は、別途費用を申し受けます。
●…取り付け調整指導、試運転または試験運転立ち合い
●…保守点検・調整
●…技術指導、および技術教育

分解禁止
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■装置概説
本装置は、パルス・状態入力とカレントループ通信インターフェイス、およびＲＳ-４８５通信インター
フェイスを持った端末器で、主に集中自動検針システムの構成機器として使用します。
関連機器との接続により可能となる、本装置の主な機能は次の通りです。
・�計量パルス発信装置付の電力量計／ガス／水道メータの、パルス信号の計量。
・�カレントループ通信機能付電力量計（弊社製関連機器）との、通信による計量。
・�状態監視接点入力の、ＯＮ／ＯＦＦ状態の記録。
・�上記各計量値や状態情報の保持と、ＲＳ-４８５通信による上位ホスト機器への伝送。

特長
装置構成は、１台当たり、通信機能付電力量計または発信装置付計量器を８台接続が可能な弊社端末
器「ＲＳ４８５入力端末器：ＲＮＵ-０６９」（以下、内蔵端末器と呼称）２台を板金筐体へ収納したもので、
最大１６点の計量ができます。
RS-485通信ラインに本装置のみでシステムを構成した場合、最大63台接続可能です。
筐体の上下部には、各外部配線を通すための目隠し蓋付きの通線口を設けています。
また、ＡＣ電源停電中のパルス計量およびカレントループ通信するための「動作補償用電池」（以下、電
池と呼称）２個をオプションで搭載可能で、電池交換も容易な構造となっております。電池は、各内蔵
端末器に１個ずつ使用するため２個セットとなります。（8時間以上　ただし新品満充電時　25℃）

装置概要
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■製品構成

�本体

名称 型名・詳細 数量
ＲＳ４８５入力端末ボックス（１６点） ＲＮＢ-０１３ １

�付属品（本体同梱品）

名称 型名・詳細 数量

電池交換用シール
※）停電時動作補償用電池の搭載品の
み

２

�付属書類（本体同梱品）

名称 型名・詳細 数量

施工・取扱説明書（本書）
ＲＳ４８５入力端末ボックス（１６点）
「ＲＮＢ-０１３」用

１

試験成績書 ＲＳ４８５入力端末ボックス（１６点） １

�関連機器

名称 型名・詳細 数量

動作補償用電池
（オプション・保守用部品）

鉛蓄電池、６Ｖ、３．０Ａｈ
ＧＳユアサ社「ＮＰ３-６」相当品
専用ハーネス加工付き

２

装置概要
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■電池オプションについて
本装置には、動作補償動作に用いる電池について、搭載／非搭載の２種類の製品があります。
電池搭載製品には、電池交換用シール２枚が付属の上、電池用ケーブル付き電池２個が搭載され、ＡＣ
停電時のパルス計量およびカレントループ通信動作が可能になります。電池非搭載製品にはこれら
が付属・搭載されませんのでご注意ください。
なお、電池非搭載製品に後からオプションの電池を取り付けることも可能です。オプション電池は、電
池交換用シール２枚と電池用ケーブル付き電池２個のセットとなります。オプション電池の追加や、電
池交換でご購入の際は、販売代理店、もしくは弊社営業担当までご連絡ください。

1　2　3　4　5　6　7　8　
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■システム構成例

ＲＳ-４８５通信線
1.2km

RS485入力端末ボックス(16点)
形　　名
電源定格
消費電力
製造番号
製造初期状態(電池) 有 無

RNB-013
AC100V/200V  50Hz/60Hz
20VA以下

1. 扉の開閉時には、手やケーブルを挟まないように
！ 注意

    ご注意下さい。
2. 扉を外す際には、電池用ケーブルを内蔵端末器及び

3. 電源端子部に指などで触れないで下さい。(感電注意)

    配線固定具から取り外し、扉を90°以上開けた上で
    行ってください。

4. 本製品の落下にご注意ください。ケガや破損に
    つながる恐れがあります。

RS485入力端末ボックス(16点)
形　　名
電源定格
消費電力
製造番号
製造初期状態(電池) 有 無

RNB-013
AC100V/200V  50Hz/60Hz
20VA以下

1. 扉の開閉時には、手やケーブルを挟まないように
！ 注意

    ご注意下さい。
2. 扉を外す際には、電池用ケーブルを内蔵端末器及び

3. 電源端子部に指などで触れないで下さい。(感電注意)

    配線固定具から取り外し、扉を90°以上開けた上で
    行ってください。

4. 本製品の落下にご注意ください。ケガや破損に
    つながる恐れがあります。

通信機能付電力量計

ＲＳ４８５入力端末
ボックス（１６点）

ＲＳ４８５入力端末
ボックス（１６点）

上位ホスト機器

通信機能付電力量計

通信機能付電力量計

発信装置付電力量計

発信装置付水道メーター

発信装置付ガスメーター

本器1台あたり
入力16点

1システム最大メータ数
63台（126端末）×8点＝1,008台

パルス入力信線

カレントループ
通信線

＊本装置のみでシステムを構成した場合

装置概要
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年 月
電池の交換

※
（注意）

換え時期の目安
周囲温度

℃

3年

6年

30℃

1.5～2年

3～4年

35℃

1～1.5年

2～3年

1　2　3　4　5　6　7　8　

1　2　3　4　5　6　7　8　

異なります。
合

ありません。充電・放電・温度等の条件
してください。

電池の交換

3年

月年

1～1.5年

（注意）

35℃

※
3～4年

換え時期の目安
℃ 30℃

周囲温度

6年

1.5～2年

2～3年

異なります。
合

ありません。充電・放電・温度等の条件
してください。

初
期
化

初
期
化

パルス

ｶﾚﾝﾄﾙｰﾌﾟ

設
定
用
S
W

抵抗
電池

on
on

パルス

ｶﾚﾝﾄﾙｰﾌﾟ

設
定
用
S
W

抵抗
電池

on
on

電
池
用

電
池

終
端

O
FF

O
N

O
FF

O
N

電
池
用

電
池

終
端

O
FF

O
N

O
FF

O
N

1
SG DT

2
3

4
5

6
7

8
入
力
用
端
子
台

形
名

RN
U-

06
9

入
力

8点
電
源RS
48
5入

力
端
末
器

AC
10
0/2

00
V・

50
/60

Hz
通
信

電
源ア
ド
レ
ス

■ ■
10
0

M
A

M
B

FG
1

FG
2

A+
B-

SG
A

C
10

0/
20

0V

A+
B-

SG

異
常

1
2

3
4

5
6

7
8

0
   

   
   

   
×1

0　
×1

SW
上

SW
下

S1 S2

ID
取
得

96
M
１

M
２

48
無
し

偶
数

奇
数

有
り

製
造
番
号
　

製
造

大
崎
電
気
工
業
株
式
会
社

9
SG DT

10
11

12
13

14
15

16
入
力
用
端
子
台

形
名

RN
U-

06
9

入
力

8点
電
源RS
48
5入

力
端
末
器

AC
10
0/2

00
V・

50
/60

Hz
通
信

電
源ア
ド
レ
ス

■ ■
10
0

M
A

M
B

FG
1

FG
2

A+
B-

SG
A

C
10

0/
20

0V

A+
B-

SG

異
常

9
10

11
12

13
14

15
16

0
   

   
   

   
×1

0　
×1

SW
上

SW
下

S1 S2

ID
取
得

96
M
１

M
２

48
無
し

偶
数

奇
数

有
り

製
造
番
号
　

製
造

大
崎
電
気
工
業
株
式
会
社

① ⑥ ⑤ ⑯③ ⑬ ⑭ ⑮

⑨

⑪

⑩

⑫

②

⑨

⑦
⑧

④

ＲＳ４８５入力端末ボックス（１６点）開扉図

初期化

抵
抗
電
池

on on

パ
ル
ス

ｶﾚ
ﾝﾄ
ﾙｰ
ﾌﾟ

設定用SW

電池用

電池終端

OFF

ON

OFF

ON

1SG
DT

2 3 4 5 6 7 8
入力用端子台

形名 RNU-069
入力 8点
電源

RS485入力端末器

AC100/200V・50/60Hz
通信電源

アドレス
■
■100

MA MB
FG1 FG2

A+ B- SG
AC100/200V

A+ B- SG

異常

1 2 3 4 5 6 7 8

0            ×10　×1

SW上
SW下

S1
S2

ID取得

96 M１
M２48

無し 偶数
奇数有り

製造番号　

製造 大崎電気工業株式会社

⑰

⑱

㉓

㉑

⑲

⑳

㉒

㉔

㉕

㉖

内蔵の単体端末器図

各部の名称と働き
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①取付穴
・壁等に本装置を取り付ける際にこの取付穴を使用します。
※アンカーボルトを使用し、しっかり固定してください。

②内蔵端末器①
・本装置に内蔵された開扉図下側の単体端末器です。

③内蔵端末器②
・本装置に内蔵された開扉図上側の単体端末器です。

④電池（電池搭載製品のみ）
・停電時の動作補償用の電池です。指定の電池を使用してください。

⑤電池交換用シール（電池搭載製品のみ）
・�オプションの電池をご使用する場合、交換時期の目安とするため、必ずシールにご使用開始日を
記入し電池本体に貼り付けてください。

※貼り付けは必ず電池を製品本体から取り外した状態で行ってください。

⑥電池用ケーブル（電池搭載製品のみ）
・内蔵端末器と電池を接続させるために使用します。

⑨接地用圧着端子
・本装置の筐体を接地するために使用します。

⑫シールドバー
・�通信機能付電力量計からの通信線または発信装置付計量器からのパルス入力線のシールド接続
線を接続します。

⑬電源用・ＲＳ-４８５通信用端子台
・電源線とＲＳ-４８５通信線を接続します。

⑭ＡＣ電源スイッチ（ロックレバートグルスイッチ）
・本装置ＡＣ電源のＯＮ／ＯＦＦに使用します。

⑮ＦＧジャンパー
・本装置の筺体と内蔵端末器のＦＧ１／２端子を接続するジャンパーです。
※保守・点検で耐圧試験を行う場合は、このジャンパーを取り外してください。

⑯通線口カバー
・使用しない通線口を塞ぐカバーです。
※設置時の配線レイアウトにより、配線口カバーを上下に付け替えご使用ください。

⑰入力用端子台（DT1〜DT8、SG1〜SG8、DT9〜DT16、SG9〜SG16）
・通信機能付電力量計・発信装置付計量器・状態監視接点を接続

⑱電源用・RS-485通信用端子台
・電源用：MA、MB（AC100/200Vを接続）
・接地用：FG1、FG2（D種接地用）
・�RS-485通信用：A+、B−、SG（A+、B−端子はRS-485通信用ケーブルを接続、SG端子には
シールド線を接続）

各部の名称と働き
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⑲設定用SW
・入力切替設定

⑳設定
・アドレス設定／�RS-485通信設定

�表示

�リセットボタン
・リセット

�ID取得
・計器からの情報更新

�動作補償用電池コネクタ
・指定の動作補償用電池を接続

�動作補償用電池スイッチ

�終端抵抗用スイッチ

各部の名称と働き
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■本装置の取り付け
①�右図を参照し、本装置を設置する取付面にアンカーボルトを
施工してください。（φ12）

②�取り付けたアンカーボルトを本装置の取付穴に通し、右図に示
すように、取付面にしっかりと押さえつけてください。

アンカーボルト配置図

210mm

3
3
0
m
m

取付側面図

ナット

取
付
面

施工手順
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③�ナットを使用し、本装置を取付面に固定してください。

●…本装置の取り付けは、本体外部配線の全てを外して行ってください。
●…安全確認後、電源のブレーカーと本体のＡＣ電源スイッチをＯＦＦにして
行ってください。

●…本体寸法図に示すように、設置向きは装置上方を必ず鉛直方向とし、正
面・側面から見て傾きのないように設置してください。

●…頑強で歪みのない平面に設置してください。
●…本装置の取付穴４カ所すべてを使用し固定してください。

●…本装置の落下は故障の原因となります。作業時は十分ご注意の上お
取り扱いください。

●…取り付けの際は、装置メンテナンス性と放熱性
を確保するため、右図に示したスペースを設け
てください。

注意

必ず守る

注　意

必ず守る

RS485入力端末ボックス(16点)
形　　名
電源定格
消費電力
製造番号
製造初期状態(電池) 有 無

RNB-013
AC100V/200V  50Hz/60Hz
20VA以下

1. 扉の開閉時には、手やケーブルを挟まないように
！ 注意

    ご注意下さい。
2. 扉を外す際には、電池用ケーブルを内蔵端末器及び

3. 電源端子部に指などで触れないで下さい。(感電注意)

    配線固定具から取り外し、扉を90°以上開けた上で
    行ってください。

4. 本製品の落下にご注意ください。ケガや破損に
    つながる恐れがあります。

50mm以上

1
0
0
m
m
以
上

1
0
0
m
m
以
上

50mm以上

スペース確保指示図

本体寸法図

RS485入力端末ボックス(16点)
形　　名
電源定格
消費電力
製造番号
製造初期状態(電池) 有 無

RNB-013
AC100V/200V  50Hz/60Hz
20VA以下

1. 扉の開閉時には、手やケーブルを挟まないように
！ 注意

    ご注意下さい。
2. 扉を外す際には、電池用ケーブルを内蔵端末器及び

3. 電源端子部に指などで触れないで下さい。(感電注意)

    配線固定具から取り外し、扉を90°以上開けた上で
    行ってください。

4. 本製品の落下にご注意ください。ケガや破損に
    つながる恐れがあります。

装置上方

250mm
210mm

3
3
0
m
m

3
5
0
m
m

装置取付穴（φ12）

施工手順
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■配線施工
扉部の開閉方法
①�開扉時は、右図に示すローレットつまみねじを完全に
緩め、本装置の扉を左開きで開きます。

②�閉扉時は、逆の手順で閉じます。

・�扉の開閉時には、手やケーブルを挟まない
ようにご注意ください。

注　意

開扉方法説明図

RS485入力端末ボックス(16点)
形　　名
電源定格
消費電力
製造番号
製造初期状態(電池) 有 無

RNB-013
AC100V/200V  50Hz/60Hz
20VA以下

1. 扉の開閉時には、手やケーブルを挟まないように
！ 注意

ご注意下さい。
2. 扉を外す際には、電池用ケーブルを内蔵端末器及び

3. 電源端子部に指などで触れないで下さい。(感電注意)

配線固定具から取り外し、扉を90°以上開けた上で
行ってください。

4. 本製品の落下にご注意ください。ケガや破損に
つながる恐れがあります。

ローレットつまみねじ

配線施工例

1　2　3　4　5　6　7　8　

1　2　3　4　5　6　7　8　

初
期
化

初
期
化

パルス

ｶﾚﾝﾄﾙｰﾌﾟ
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定

用
S

W
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常
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0
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取
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取
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有
り

製
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番
号
　

製
造

大
崎
電
気
工
業
株
式
会
社

内蔵端末器①側
入力用端子台

電源用・
ＲＳ-４８５端子台

内蔵端末器②側
入力用端子台

内蔵端末器
①側

内蔵端末器
②側

入力用端子台配列図

1
2
3
4
5
6
7
8

SG DT
1
2
3
4
5
6
7
8

9
10
11
12
13
14
15
16

SG DT
9
10
11
12
13
14
15
16

施工手順
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端子記号 用途 備考

ＭＡ、ＭＢ（端子）電源
ＡＣ１００／２００Ｖ±１０％　
５０／６０Ｈｚ

ＦＧ（端子） 接地 Ｄ種接地線をFG端子に接続

Ａ＋、Ｂ−、ＳＧ
（端子）

ＲＳ-４８５通信
Ａ＋、Ｂ−端子はＲＳ-485信
号用、ＳＧ端子はシールド線を
接続してホスト側でＤ種設置

電源線接続
・�［ＭＡ］、［ＭＢ］端子は、ＡＣ電源接続用端子です。推奨の圧着端子を
用いて接続してください。

推奨圧着端子
丸型絶縁被覆付圧着端子
１．２５ｓｑ用以上
Ｍ３用，内径３．２ｍｍ以上，外形６．０ｍｍ以下

・電源線にシールド線がある場合は、［ＦＧ］端子に接続してください。
・ねじの締付トルクは０.６３Ｎ・ｍです。

・�ＡＣ電源スイッチは、ロックレバートグルスイッチです。下図のように、レバーキャップを引
き上げてから、レバーを倒してください。

③離す

②倒す

①引き上げる

●…端末単体で設置する場合、電源側保護装置（ブレーカーなど）を一次側
に設置してください。

●…ＡＣ電源スイッチをＯＦＦにしてから結線作業を行ってください。
●…電源接続部端子カバーに感電注意マークが貼り付けてあります。感電
には十分に注意して作業を行ってください。

●…配線工事は電源側保護装置（ブレーカーなど）を「切」にして行なってく
ださい。

●………接続例および、端子配列を参照し、関連機器と正しく接続してくださ
い。

●…電源側保護装置を「入」にする前に、結線に誤りがないことを確認して
ください。火災などの事故や本体故障の原因となります。

注　意

注意 感電注意

電源用・ＲＳ-４８５端子台
配列図

施工手順
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ＲＳ-４８５通信線の接続
・�［Ａ＋］、［Ｂ−］、［ＳＧ］端子は、ＲＳ-４８５通信用端子です。推奨の圧着端子を用いて接続してくださ
い。

推奨圧着端子
Ｙ型絶縁被覆付圧着端子
１．２５ｓｑ用
Ｍ３用，内径３．２ｍｍ以上，外形６．０ｍｍ以下

・�ねじの締付トルクは０.６３Ｎ・ｍです。
・�端子台への接続は、指定のケーブルを用いてください。
指定ケーブル：�シールド付ツイストペアケーブル　ＦＣＰＥＶ-Ｓ（ＳＢ）　φ０．９～φ１．２　１Ｐ、�

またはＣＰＥＶ-Ｓ（ＳＢ）　φ０．９～φ１．２　１Ｐ
・�端子には極性がありますので接続の際にはご注意ください。

ＲＳ-４８５通信線の接続例

A+ B‒
SG A+ B‒ SG A+ B‒ SG A+ B‒

本装置 ＲＳ‒４８５
関連機器

本装置 上位ホスト
機器装置

終端抵抗用
スイッチＯＮ

終端抵抗接続

Ｄ種接地

シールド線

・�上図にＲＳ-４８５通信線の関連機器との接続例を示します。
・�電源線とは極力距離を置いて配線してください。またノイズ保護のため、全てのＲＳ-４８５通信線
のシールド接続線は［ＳＧ］端子に接続後、上位ホスト機器側１箇所でＤ種接地してください。

・�ＲＳ-４８５通信線の接続はマルチドロップ接続（いもづる式）になるように配線してください。

・�本端末器以外の製品とRS-485通信を行うシステム構成の場合、通信用SG
端子(弊社シールド用)を接地できない製品があります。RS-485通信用SG
線の接地について各製品の取扱説明書を確認してください。

●…雷害対策
RS-485通信線の接続は、本体および関連機器を屋内で使用することを
前提にしています。RS-485通信線が屋外を経由する場合は、雷サージ
などの影響を回避するためのサージ吸収素子（避雷器など）を取り付けて
ください。

＜サージ吸収素子の例＞
（株）エム・システム技研製　RS-485/422用避雷器　MDP-4R

ご注意

注意 注　意

施工手順
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入力線接続
①通信機能付電力量計との接続（カレントループ通信）
・�内蔵端末器のスクリューレス端子台により、通信機能付電力量計とカレントループ接続を行いま
す。端子台への接続は、指定のケーブルを用いてください。
・�通信機能付電力量計の［ＤＴ］、［ＳＧ］端子から、内蔵端末器の入力用端子台のそれぞれ入力する
ポート番号の［ＤＴ］、［ＳＧ］端子に接続します。
・�内蔵端末器の入力端子台は、ドライバなどで端子台のスナップを押しながら、被覆を剥いたケー
ブルを挿入し固定します。
・�「ＳＧ１～８」、「ＳＧ９～１６」端子とシールド線は接続しないでください。
・�「ＳＧ１～８」、「ＳＧ９～１６」端子とＲＳ-４８５通信のＳＧ端子は接続しないでください。
・�電源線とカレントループ通信線は近接して配線しないでください。
・�ケーブルのシールド線は、ノイズ対策のため、本装置側1箇所でD種接地してください。

カレントループ通信線の接続例

DT1 SG1 DT SG

Ｄ種接地

本装置 カレントループ通信機能付
電力量計

②発信装置付計量器との接続（パルス入力）／状態監視接点接続
・�内蔵端末器に設けたスクリューレス端子台により、発信装置付計量器（電力、ガス、水道）と接続を
行ないます。

・�端子台への接続は、指定のケーブルを用いてください。
・�オープンコレクタ接続の場合は、［＋］側を内蔵端末器の入力用端子台の［ＤＴ］端子、［−］側を内
蔵端末器の入力用端子台の［ＳＧ］側に接続します。
・�無電圧接点入力の場合は、［ＤＴ］、［ＳＧ］に極性はありません。
・�内蔵端末器の入力端子台は、ドライバなどで端子台のスナップを押しながら、被覆を剥いたケー
ブルを挿入し固定します。

施工手順
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③接続ケーブル
・�カレントループ通信
指定ケーブル：�ＦＣＰＥＶ-Ｓ（ＳＢ）　φ０.９～φ１．２　１Ｐ、�

またはＣＰＥＶ-Ｓ（ＳＢ）　φ０．９～φ１．２　１Ｐ、�
またはＣＶＶ-Ｓ（ＳＢ）　１．２５ｓｑ　２Ｃ

標準剥き線長：８～９ｍｍ
推奨適合工具：�プラスドライバ（軸径φ６，Ｈ型２番）、�

マイナスドライバ（軸径φ３，刃先幅２．６ｍｍ）
・�パルス入力
カレントループ通信と同一です。

④各入力ケーブルのシールド接続線について
・�入力線のシールド接続線は、シールドバーに、１本ずつ推奨の圧着端子を用いて接続してくださ
い。

・�ねじの締付トルクは０.６３Ｎ・ｍです。

推奨圧着端子
Ｙ型絶縁被覆付圧着端子
１．２５ｓｑ用
Ｍ３用，内径３．２ｍｍ以上，外形６．０ｍｍ以下

●…シールドバーを固定しているねじは、シールド接続線の接続等の使用に
より緩める行為はしないでください。

●…本装置は上位ホスト機器および、通信機能付電力量計、発信装置付計
量器と組み合わせて使用します。接続図および、端子配列を参照し、
関連機器と正しく接続してください。

●…停電時にはRS-485通信、カレントループ通信、パルス計量、状態監視
を行いません。… …
動作補償用電池を接続した場合のみ計量動作を行います。

●…接続終了後は、必ず端子カバーを取り付けてください。
●…端子ねじは確実に締め付けてください。

●…製品に異常が起きたときには電源を切り、弊社営業担当または、電気工
事士の資格を有する方に連絡してください。 …
そのまま使用すると火災や負荷機器への悪影響の原因となります。

注意

禁　止

感電注意

注　意

電源を切れ

施工手順
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■電池の運用について
電池搭載製品を使用開始する場合や電池交換を行う場合、または、オプションの電池を後から取り付
ける場合は、以下の手順に従ってください。

電池取り外し／取り付け説明図

年 月
電池の交換

※
（注意）

換え時期の目安
周囲温度

℃

3年

6年

30℃

1.5～2年

3～4年

35℃

1～1.5年

2～3年

1　2　3　4　5　6　7　8　

1　2　3　4　5　6　7　8　

異なります。
合

ありません。充電・放電・温度等の条件
してください。

電池の交換

3年

月年

1～1.5年

（注意）

35℃

※
3～4年

換え時期の目安
℃ 30℃

周囲温度

6年

1.5～2年

2～3年

異なります。
合

ありません。充電・放電・温度等の条件
してください。
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電池コネクタ ケーブルクランプ 電池用ケーブル 蝶ねじ 電池固定用プレート

電池スイッチ ケーブルクランプ 蝶ねじ 電池交換用シール 電池

電池コネクタ詳細図

抵抗
電池

電池スイッチ詳細図

抵抗
電池

on
on

名称 用途 備考
電池スイッチ
（電池）

停電時動作 ＡＣ停電時の動作補償用で、電池を使用時に［ｏｎ］とします。

電池コネクタ 停電時動作 ＡＣ停電時の動作補償用で、電池を使用時に接続します。

施工手順
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電池の取り外し／取付手順
①�本装置の扉を開け、内蔵端末器の電池スイッチをＯＦＦにし、電池コネクタから電池用ケーブルを外
してください。
②�本装置本体側と扉側のケーブルクランプから電池用ケーブルを外してください。
③�電池を固定している蝶ねじを緩め、電池固定用プレートを取り外してください。
④�電池を取り外し、衝撃を与えないように安全な場所へ置いてください。
⑤�電池を使用開始の際は、必ず新しい電池交換用シールに「ご使用開始日」を記載の上、新しい電池
に貼り付けてください。
※�本装置は電池を２個搭載しているため、手順①～⑤を電池２個分行ってください。

⑥�電池を取り付ける際は、取り外しと逆の手順で行ってください。

・�ＡＣ停電時にはＲＳ-４８５通信、カレントループ通信、パルス計量を行いません。
�ただし、電池を接続した場合にパルス計量およびカレントループ通信動作を行
います。

・�ＡＣ停電時にもパルス計量およびカレントループ通信動作を行う場合は指定
の電池を電池コネクタに接続し電池スイッチを［ｏｎ］側にしてください。電池
交換などで電池を電池コネクタから抜く場合や電池スイッチをＯＦＦにする場
合は、必ずＡＣ電源が通電中に行ってください。電池動作中に電池スイッチを
ＯＦＦにすると、データが失われる場合があります。
・�長期停電やお使いにならない場合は、電池スイッチをＯＦＦにしてください。
ＡＣ停電の状態で使用され続けますと、電池の劣化につながり電池の寿命が短
くなりますので、本来の停電時の動作時間の補償ができません。
・�電池交換用シールは、使用開始日が目視できるように、電池表面に貼り付けて
ください。
・�扉の開閉時には、手やケーブルを挟まないようにご注意ください。

●…電池用ケーブルの挟み込み防止のため、電池固定用プレートの外側に
した状態で、電池固定用プレートを固定してください。
●…電池用ケーブルを配線する際、電池取り外し／取り付け説明図を参照
しケーブルクランプに電池用ケーブルを通す方向を間違えないように
配線してください。

●…電池コネクタに電池用ケーブルを確実に嵌合してください。
●…電池の＋側端子、－側端子に電池用ケーブルが確実に接続されている
ことを確認してください。

●…扉の開閉を行う際は、各ケーブルに無理な力が加わっていないか、ま
た挟み込みがないか確認してから、ゆっくりと扉の開閉を行ってくださ
い。

●…電池の寿命は常温で約３年です。早期の交換をお願いします。交換
を行わないでそのまま使用すると、バックアップ時間を維持できなくな
るばかりではなく、発熱や漏液などの異常や発煙・発火などの二次災害
の原因となることがあります。

ご注意

注意

注　意

注　意

施工手順
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■扉の取り外し／取り付け

扉の取り外し説明図

持ち上げ方向

本体
扉

電池用ケーブルを、内蔵端末器のコネクタと
本体側ケーブルクランプから外す。

扉の取り外し／取り付け手順
保守作業などで扉部を取り外す場合は、以下の手順に従ってください。
①�本装置の扉を開け、内蔵端末器の電池スイッチをＯＦＦにし、電池コネクタから電池用ケーブルを外
してください。� �
この時、ＡＣ電源スイッチがＯＮの状態でも問題ありません。
②�本装置本体側のケーブルクランプから電池用ケーブルを外してください。
※�本装置は電池を２個搭載しているため、手順①、②を電池２個分行ってください。電池非搭載製品をご使用の場合は、手
順①、②は不要です。

●…扉部を取り外す際は、必ず電池用ケーブルを本体部から取り外してく
ださい。電池用ケーブルの破断により電池のショートを招き、重篤な
ケガや死亡事故、火災の恐れがあります。

③�扉を開いてから、上図に示す矢印方向に持ち上げて、本体から外してください。このとき、扉を確実
に取り外しできる開扉角度は、９０°以上となります。

④�扉を外し終えたら、衝撃を与えないように安全な場所へ置いてください。
⑤�扉の取り付けは、取り外し手順と逆の手順で行ってください。

危険 注　意

施工手順



26

●……扉の開閉時には、手やケーブルを挟まないようにご注意ください。

●…電源端子部などに間違って触れないようにしてください。感電する恐
れがあります。

●…本体部や扉部を落下させないようにご注意ください。ケガや破損の恐
れがあります。

・�本装置表面には、注意表記ステッカーが貼り付けてあります。

注意

注　意

禁　止

ご注意

施工手順
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■内蔵端末器の抵抗スイッチ

内蔵の単体端末器

抵
抗
電
池

on on

パ
ル
ス

ｶﾚ
ﾝﾄ
ﾙｰ
ﾌﾟ

設定用SW

電池用

電池終端

OFF

ON

OFF

ON

1SG
DT

2 3 4 5 6 7 8
入力用端子台

形名 RNU-069
入力 8点
電源

RS485入力端末器

AC100/200V・50/60Hz
通信電源

アドレス
■
■100

MA MB
FG1 FG2

A+ B- SG
AC100/200V

A+ B- SG

異常

1 2 3 4 5 6 7 8

0            ×10　×1

SW上
SW下

S1
S2

ID取得

96 M１
M２48

無し 偶数
奇数有り

製造番号　

製造 大崎電気工業株式会社

抵抗スイッチ

抵抗スイッチ詳細図

抵
抗
電
池

onon

名称 用途 備考

抵抗スイッチ ＲＳ-４８５終端
ＲＳ-４８５用終端抵抗の入切用で、終端抵抗を使用
時に［ｏｎ］とします。

終端抵抗について
ＲＳ-４８５通信線の最遠端の２箇所で終端処理を行ないます。当該装置が最遠端となる場合は、本装
置下側の内蔵端末器①側の抵抗スイッチのみを［ｏｎ］にしてください。（終端抵抗値は１２０Ωです）
※詳しくはＲＳ-４８５通信線の接続例を参照してください。

設定手順
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■設定

通信設定用スイッチ詳細図

0987 6 54

32

1 0987 6 54

32

1

■
■100 ×10 ×10

アドレス

SW上 96
SW下 48

M1
M2

無し
有り

偶数
奇数

S1
S2

② 
①

①ＲＳ-４８５通信アドレス設定用スイッチ
②ＲＳ-４８５通信設定用６極スライドスイッチ
※スイッチカバーは設定後必ず取り付けてください。

⑴アドレス設定
・�ＲＳ-４８５通信に使用する自局アドレスは、内蔵端末器の正面に設けたアドレス設定用ロータリース
イッチにより、「００１」～「１２７」を設定します。

・ アドレスは内蔵端末器ごとに必要です。このため内蔵端末器①と内蔵端末器
②では必ず別々のアドレスを設定してください。

・�「０００」または「１２８」以上のアドレスに設定した場合、「異常」ＬＥＤを「１秒点滅」（２秒周期）し、上
位ホスト機器からの指令に対して無応答となります。
・�通電中にアドレスを変更した場合はすぐに新しいアドレスが有効となります。
・�工場出荷時は「０００」にアドレスを設定して出荷します。
※システム内の端末器のアドレスは、重複させないでください。正しく通信ができません。

⑵ＲＳ-４８５通信設定
・�正面本体に設けた６極スライドスイッチにより、上位ホスト機器とのＲＳ-４８５通信設定を切り替え
ることができます。
通電中に設定を変更した場合はすぐに反映されます。

・�内蔵端末器①と内蔵端末器②について、共に正しく設定してください。

ディップスイッチ 設定項目 ＯＮ（上側） ＯＦＦ（下側）
１ 通信速度 ９６００ｂｐｓ ４８００ｂｐｓ
２ 通信モード切り替え 独自プロトコル ＭＯＤＢＵＳ
３ パリティ有無 パリティ無し パリティ有り
４ パリティ偶数／奇数 偶数パリティ 奇数パリティ

５
ストップビット切り替え
（ＭＯＤＢＵＳモード時のみ反映）

ストップビット
１ｂｉｔ

ストップビット
２ｂｉｔ

６ 未使用

ご注意

設定手順
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⑶ＩＤ取得（メータＩＤ）
・�装置正面左下のID取得ボタンを押下することで、接続された通信機能付電力量計からの情報更新
を手動で行うことができます。
・�メータＩＤ：通信機能付電力量計の個別ＩＤ

⑷入力切替設定
・�「設定用ＳＷ」�は入力用端子台に接続する計器毎に設定する必要があります。
発信装置付計量器接続（パルス入力）、または状態監視接点接続の場合は、基板シルクの［パルス］側
（ＯＮ）、通信機能付電力量計接続（カレントループ通信）の場合は基板シルクの［カレントループ］側
（ＯＦＦ）にします。（工場出荷時は全てパルス側に設定しています。）
・�内蔵端末器①の「設定用ＳＷ」�の記号［１～８］に対して、入力ポート［ＤＴ／ＳＧ１～８］が対応してい
ます。また、内蔵端末器②の「設定用ＳＷ」の記号［１～８］に対して、入力ポート［ＤＴ／ＳＧ9～１６］
が対応しています。

・�実際のポートの接続と入力設定用スイッチが合ってい
ないと計量ができません。
入力設定用スイッチの設定を切り替えた場合は、入力
切替は直ちに有効となります。

・�全ての接続、および設定が正しいことを確認してから、
電源を入れてください。

・�詳細設定は、上位ホスト機器またはＰＣ（専用ツールソ
フト）とのＲＳ-４８５による通信が必要です。設定する
場合は、全通信機能付電力量計を通電した状態で行っ
てください。正しい設定を行わないと正しく動作でき
ません。

・�上位ホスト機器やシステムの関連資料等にしたがって
設定してください。通信仕様または専用ツールソフト
については、弊社営業までお問い合わせください。

ご注意

入力設定用スイッチ詳細図

設定手順
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⑸リセット
・�初めて設定する場合や移設により再設定する場合は、リセット操作をしてください。リセットは、端
末器に通電させた状態で行ってください。
リセットを行った場合、設定や計測データはクリアされます。再設定が必要です。
・�内蔵端末器①と内蔵端末器②について、各々正しく操作・設定してください。

リセットは、非導通の細いもので
この穴からボタンを押します。

設定手順
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電源が供給されている場合または動作補償用電池で動作している場合、LEDの表示内容は、以下の
ようになっています。

表示ＬＥＤ詳細図

電源 通信 異常

項目
仕様

表示 装置状態

電源
（赤色）

消灯 電源未投入
点灯 電源投入：ＡＣ１００／２００Ｖ電源の投入時
点滅（０．５秒消灯、０．５秒点灯） 装置異常　※電源ＬＥＤ、異常ＬＥＤは同時点滅

点滅（５秒消灯/０．５秒点灯）
電池駆動：
　停電中の動作補償用電池での動作時

通信
（赤色）

消灯 RS-485通信なし

点滅（短い点滅）
RS-485通信：
　上位ホスト機器向け応答電文の送信時

異常
（赤色）

消灯 正常時

点灯

入力機能設定異常：
　�設定電文によりカレントループ入力に設定された
ポートについて、メータIDが取得不能なポートが1
ポート以上ある場合

点滅（０．５秒消灯、０．５秒点灯） 装置異常　※電源LED、異常LEDは同時点滅

点滅（1秒消灯、1秒点灯）
アドレス設定異常：
　RS-485アドレスが有効範囲外の時

点滅（2秒消灯、2秒点灯）
カレントループ通信異常：
　定期通信が不能なポートが１ポート以上ある場合

※内蔵端末器①と内蔵端末器②の各々について、別々に表示されます。

ＬＥＤ表示
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外形寸法図

RS485入力端末ボックス(16点)
形　　名
電源定格
消費電力
製造番号
製造初期状態(電池) 有 無

RNB-013
AC100V/200V  50Hz/60Hz
20VA以下

1. 扉の開閉時には、手やケーブルを挟まないように
！ 注意

ご注意下さい。
2. 扉を外す際には、電池用ケーブルを内蔵端末器及び

3. 電源端子部に指などで触れないで下さい。(感電注意)

配線固定具から取り外し、扉を90°以上開けた上で
行ってください。

4. 本製品の落下にご注意ください。ケガや破損に
つながる恐れがあります。

109ｍｍ

120ｍｍ

250ｍｍ

257ｍｍ

3
5
0
ｍ
ｍ
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装置仕様
■一般仕様

項目 仕様
名称 ＲＳ４８５入力端末ボックス（１６点）
形名 ＲＮＢ-０１３
電源 ＡＣ１００／２００Ⅴ±１０％　５０／６０Ｈｚ共用
消費電力 ２０ＶＡ以下

使用環境
温度

−１０～＋５０℃
０～＋４０℃（停電時動作補償用電池を搭載時）

湿度 ８５％ＲＨ以下（非結露時）
雰囲気 腐食性ガスのない場所、一般工業計器並

内蔵時計精度 月差±３０秒以内

停電動作機能

動作補償
停電時動作補償用電池により、パルス入力およびカレント
ループ通信動作
８時間以上（新品満充電時）

メモリ補償
不揮発性メモリにより保持
設定値、全日電力量、３０分値、その他

時計補償 リチウム電池により時計歩進。累計１年
取付方法 壁掛取付、四隅ボルト固定

外形寸法
２５０（Ｗ）×３５０（Ｈ）×１０９（Ｄ）（突起部含まず）mm
２５７（Ｗ）×３５０（Ｈ）×１２０（Ｄ）（突起部含む）mm

質量
約５．７ｋｇ（停電時動作補償用電池を搭載時）
約４．４ｋｇ
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装置仕様

■通信仕様

分類 項目 仕様

ＲＳ-４８５通信
通常モード

用途 上位ホスト機器との通信用
回線数 １回線
通信規格 ＥＩＡ-４８５規格準拠
通信方式 半二重通信方式
通信手順 ポーリング（スレーブ側）
同期方式 調歩同期（非同期）
データ形式 スタート1bit、データ８ｂｉｔ、ストップ1bit、パリティ無し/偶数/

奇数
通信コード ＪＩＳ　Ⅹ　０２０１（８ｂｉｔ符号）
アドレス範囲 １～１２７
通信速度 ４，８００／９，６００ｂｐｓ
伝送距離 最大１，２００ｍ

伝送ケーブル
ＦＣＰＥＶ-Ｓ（ＳＢ）　φ０．９～φ１．２　１Ｐ、
またはＣＰＥＶ-Ｓ（ＳＢ）　φ０．９～φ１．２　１Ｐ

接続方法 ねじ端子台接続
接続台数 最大６３台（上位ホスト機器の制約による）
接続形態 マルチドロップ（いもづる式）
終端抵抗 内蔵１２０Ω（スイッチ切替）

ＲＳ-４８５通信
MODBUSモード

用途 上位ホスト機器との通信用
回線数 １回線
通信規格 ＥＩＡ-４８５規格準拠
通信方式 半二重通信方式
通信手順 ポーリング（スレーブ側）
同期方式 調歩同期（非同期）

データ形式
スタート1bit、データ８ｂｉｔ、ストップ1bit/2bit、パリティ無し/
偶数/奇数

通信コード バイナリ
アドレス範囲 １～１２７
通信速度 ４，８００／９，６００ｂｐｓ
伝送距離 最大１，２００ｍ

伝送ケーブル
ＦＣＰＥＶ-Ｓ（ＳＢ）　φ０．９～φ１．２　１Ｐ、
またはＣＰＥＶ-Ｓ（ＳＢ）　φ０．９～φ１．２　１Ｐ

接続方法 ねじ端子台接続
接続台数 最大６３台（上位ホスト機器の制約による）
接続形態 マルチドロップ（いもづる式）
終端抵抗 内蔵１２０Ω（スイッチ切替）
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装置仕様

分類 項目 仕様

カレントループ
通信

用途 通信機能付電力量計との通信用
回線数 １６回線
通信方式 半二重通信方式
通信手順 ポーリング（マスター側）
同期方式 調歩同期（非同期）

データ形式
１スタートビット、データ７ｂｉｔ、
偶数パリティ、１ストップビット

通信コード
ＪＩＳ　Ⅹ　０２０１
（ラテン文字用７ｂｉｔ符号）

通信速度 １，２００ｂｐｓ
伝送距離 最大�1００ｍ（※：３００m）

伝送ケーブル
ＦＣＰＥＶ-Ｓ（ＳＢ）　φ０．９～φ１．２　１Ｐ、
またはＣＰＥＶ-Ｓ（ＳＢ）　φ０．９～φ１．２　１Ｐ、
またはＣＶＶ-Ｓ（ＳＢ）　１．２５ｓｑ　２Ｃ

接続方法 スクリューレス端子台接続
接続台数 １台／１回線

接続可能
計量器

コンパクトＥＭ
　Ａ１ＧＡ-ＴＬＮ２ｒ※、Ａ２ＧＡ-ＴＬＮ２ｒ※、Ａ３ＧＡ-ＴＬＮ２ｒ※、�
　Ａ５ＤＡ-ＲＮ２、Ａ６ＤＡ-ＲＮ２、Ａ７ＤＡ-ＲＮ２、　　　
　Ａ１ＧＡ‐ＴＬＭ２ｒ、Ａ２ＧＡ‐ＴＬＭ２ｒ、Ａ３ＧＡ‐ＴＬＭ２ｒ
Ｅ-ＦＭ
　Ａ５ＥＡ-ＲＮ２、Ａ６ＥＡ-ＲＮ２、Ａ７ＥＡ-ＲＮ２、
　Ａ８ＪＡ-ＲＬＮ２
埋込形ＥＭ
　Ａ１Ｄ-ＲＬＮ２ＳＶ、Ａ２Ｄ-ＲＬＮ２ＳＶ、Ａ３Ｄ-ＲＬＮ２ＳＶ、
　Ａ４Ｄ-ＲＬＮ２ＳＶ、ＡＰ３Ｄ-ＲＬＮ２ＳＶ
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装置仕様

■入力部仕様

項目 仕様
入力点数 １６点（８点入力端末器×２台分）

入力形式
カレントループ通信／パルス・状態監視入力（１点毎に切替可能）
無電圧a接点または、オープンコレクタ入力ＤＣ１２Ｖ、１０ｍＡ

パルス入力
（状態監視入力
も同条件）

パルス幅
長パルス：１ｓｅｃ以上、
短パルス：１０ｍｓｅｃ以上

パルス周期
長パルス：２ｓｅｃ以上、
短パルス：２０ｍｓｅｃ以上

伝送距離 最大３００ｍ

伝送ケーブル
ＦＣＰＥＶ-Ｓ（ＳＢ）　φ０．９～φ１．２　１Ｐ、
またはＣＰＥＶ-Ｓ（ＳＢ）　φ０．９～φ１．２　１Ｐ、
またはＣＶＶ-Ｓ（ＳＢ）　１．２５ｓｑ　２Ｃ

■電池接続による動作仕様

動作形式 パルス入力およびカレントループ通信
動作時間 ８時間以上（新品満充電時　２５℃）
電池容量 ＤＣ６Ｖ、３.０Ａｈ
電池形名 ＮＰ３-６（ＧＳユアサ）
※電池で動作中、ＲＳ-４８５通信はできません。
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